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第 3章 施策の展開 

１ 施策の体系 

施策 1 食への理解と知識の普及啓発                            

（１）多様な媒体や様々な機会を通した「食育」の周知・啓発や情報提供 

（２）市民挙げての食育推進運動の展開 

施策 2 家庭・ 保育所・ 学校・地域等での食育の推進                    

（１）家庭における食育の推進 

１）食育に関する普及啓発と情報発信の充実 

２）食育の実践 

（２）保育所・幼稚園における食育の推進 

１）食育に関する普及啓発と情報発信の充実 

ア）保護者への普及啓発と情報発信の充実 

イ）子どもたちへの食育意識の普及啓発 

２）食育の実践 

ア）栽培・収穫体験等を通した食育の推進 

イ）アレルギー児への対応充実 

（３）小中学校・高校における食育の推進 

１）小中学校の教科教育等での意識啓発の推進 

２）児童、生徒の適切な食の実践に向けた指導等の推進 

３）高校での食育の推進 

（４）地域・職場等における食育の推進 

１）地域・職場等での食育の普及啓発及び実践活動への支援 

２）事業所等との連携による食育活動の推進 

施策 3 地産地消の推進と伝統的な食文化の継承                        

（１）地域特性に合った地産地消の推進 

１）地場農産物の購入機会の提供 

２）地場農水産物の活用 

３）農漁業体験等の推進 

（２）食文化の継承 

１）保育所・幼稚園・学校等の給食を通した食文化の普及啓発 

２）家庭や地域等における食文化の周知・啓発 

施策 4 食の安全安心の確保                                

（１）食の安全・安心に関する理解と正しい知識普及啓発 

１）保育所・幼稚園・学校等における食の安全教育の推進 

２）市民への食の安全・安心に関する情報提供や普及啓発 

３）地場農水産物の安全・安心確保対策の促進 

４）食品関連事業者等への衛生啓発 
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２ 具体的な施策の展開 

 

施策 1 食への理解と知識の普及啓発 

 

（１）多様な媒体や様々な機会を通した「食育」の周知・啓発や情報提供            

 

 

 

 

 

 

 

 

１）多様な媒体や様々な機会を通した「食育」の周知・啓発や情報提供 

具体的な内容 担当課 関係機関等 

・食育の意義や必要性（食育推進計画含む）についての周知・

啓発を図るため、市のホームページを充実するとともに、広

報ぎのわん等の多様な情報媒体を活用します。 

健康増進課 

秘書広報課 

食生活改善推

進協議会 等 

・健康・福祉や教育・保育、産業などの市民を対象とした様々

なイベントの機会等を通して、食育の意義や必要性について

の周知・啓発を進めます。 

健康増進課 

健康支援課 

生涯学習課 

商工農水課等 

食生活改善推

進協議会 

健康づくり推

進員 等 

・食事バランスガイドの活用を図ります。 健康増進課 食生活改善推

進協議会 

・沖縄の旬の食材や行事食、おすすめレシピ、食育や食べ物

に関する記念日、食育推進計画の周知等を掲載した食育推進

家庭カレンダーの作成を検討します。 

健康増進課 

商工農水課 

食生活改善推

進協議会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

○市民が自身の健康課題や食生活の現状や問題点を知り、食育に対する意識を高めるた

め、市民の食育を考える機会が増えるよう、多様な媒体や様々なイベント等の機会を通

して「食育」の周知・啓発に取り組みます。また、併せて、家庭や地域等における食育

の実践にむすびつく情報提供等を進めます。 

取組の方向 

取組の内容 

宜野湾市版 食事バランスガイド 
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（２）市民挙げての食育推進運動の展開                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）食育推進の普及啓発活動の推進 

具体的な内容 担当課 関係機関等 

・広く市民に食育の浸透を図るため、毎年 9 月の「食生活改

善普及運動月間」、毎月 19 日の「食育の日」を活用して、

食生活改善推進員等と連携・協力し、食育推進の普及啓発活

動に取り組みます。 

・また、民間企業の協力のもと、開催場所等を工夫します。 

健康増進課 

健康支援課等 

食生活改善推

進協議会 

民間企業 

 

・市民が食生活の現状や問題点を知り、それらに対する意識

を高めることができるよう、食育講演会開催を検討します。 

健康増進課  

・家庭や地域等に対しては、地域の食生活改善推進員等を通

じて、「宜野湾市版 食事バランスガイド」や「食改のヘル

シーレシピ集」等を活用した食事に関する知識の普及啓発を

進めます。 

健康増進課 食生活改善推

進協議会 

 

２）多様な情報媒体を活用した普及啓発活動の周知 

具体的な内容 担当課 関係機関等 

・多くの市民が食育推進の普及啓発活動に参加するよう、本

市のホームページや広報ぎのわん等の市の情報伝達媒体の

活用をはじめ、関係機関・団体等の情報伝達媒体も活用しま

す。 

健康増進課 

秘書広報課 

商工会 

観光振興協会 

JAおきなわ 

・学校給食の献立表（食育月間）や学校給食センターのホー

ムページ（毎月19日の「食育の日」おすすめ！給食のレシ

ピ集）等の媒体を活用し、食育月間や食育の日の周知を図り

ます。 

学校給食セン

ター 

 

 

  

 

○食事の大切さ等を幅広く市民へ浸透・定着を図り、市民挙げての食育推進運動として展

開するため、関係課や食育関係団体等と連携・協力し、食育推進の普及啓発活動を進め

ます。 

◯市民挙げての食育推進運動に多くの市民の参加や食育について考える日を周知するた

め、様々な媒体等を活用した食育推進の普及啓発活動を周知します。 

取組の方向 

取組の内容 

食改と連携による食育普及啓発活動 食育講演会（食改 10 周年事業） 

毎年６月は「食育月間」９月は「食
生活改善普及運動月間」、毎月１
９日は「食育の日」にちなんで、
キャンペーンを行っています。 

平成 20年～ 
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施策 2 家庭・ 保育所・ 学校・地域等での食育の推進  

 

（1）家庭における食育の推進                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

１）食育に関する普及啓発と情報発信の充実 

具体的な内容 担当課 関係機関等 

・「早寝、早起き、朝ごはん」運動の推進等、朝食の大切さや

共食の推進など、市民が規則正しい生活習慣を身につけるこ

とができるような意識啓発を推進します。 

健康増進課 

指導課 

母子保健推進

協議会 

食生活改善推

進協議会 

・マンマン教室（離乳食講座）の実施等を通し、離乳食を通

じて食習慣の基礎づくりがはじまる大切な時期であること

を保護者へ周知啓発するとともに、乳幼児の食への親しみや

味覚の形成等の育成を促します。また、母子保健推進員や託

児スタッフの増員に努めるなど、マンマン教室の充実を図り

ます。 

健康増進課 母子保健推進

協議会 

・健康相談や育児相談等の各種相談業務を通して、栄養等に

関する必要な指導を行うとともに、食育の意義や目的等につ

いて普及啓発を行います。 

健康増進課  

・介護予防プログラムの栄養改善教室等を通し、高齢者への

食育指導を行い、高齢者の肥満・低栄養の予防につながるよ

うな食育の意識啓発に取り組みます。 

介護長寿課 

 

 

２）食育の実践 

具体的な内容 担当課 関係機関等 

・土づくりや野菜づくりに関する講座開催等により、家庭菜

園の取り組みを促進します。 

商工農水課  

・肥満対策や生活習慣病予防につながるよう、男性料理教室

やヘルシー料理教室の開催等により、自身に必要な栄養素や

食を選択するために必要な知識・技術等の習得を促進しま

す。 

健康増進課 食生活改善推

進協議会 

・調理実習を伴う各種講座や介護予防プログラム等の終了後

は、サークル化の支援を行うなど、受講者が家庭においても

継続的に取り組めるよう支援します。 

健康増進課 

介護長寿課 

生涯学習課 

食生活改善推

進協議会 

 

  

 

○生活の基盤となる「家庭」において、食育を進めることの意義や目的、重要性について、

市民が認識を高めていけるよう取り組みます。 

○家庭で食育が実践できるよう、必要な支援に取り組みます。 

取組の方向 

取組の内容 
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（２）保育所・幼稚園における食育の推進                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）食育に関する普及啓発と情報発信の充実 

ア）保護者への普及啓発と情報発信の充実 

具体的な内容 担当課 関係機関等 

・保育所においては、月に１度保護者が児童のお弁当をつく

る「お弁当会」を継続実施し、「お弁当会」の意義や目的を

はじめ、子どもたちに必要な栄養バランス等について周知啓

発を行います。 

保育課  

・保育所給食の試食会や給食展示を通し、子どもたちが普段

食べている給食の味付けや量、バランス等の情報発信を行い

ます。 

保育課  

・保護者を対象とした講演会の開催等を通じ、食育の意義や

目的、必要性等の周知啓発に取り組みます。 

保育課 

指導課 

食生活改善推

進協議会 

・幼稚園便り等を通じ、食育に関する意識啓発に取り組みま

す。また、小学校入学前の給食試食会時の栄養士による講話

等を通し、子どもたちに必要な栄養等に関する知識の普及啓

発を進めます。 

指導課  

・市ホームページ等を活用し、保育所・幼稚園の給食献立や

お弁当の日等の食育に関する情報発信に取り組みます。 

保育課 

指導課 

 

イ）子どもたちへの食育意識の普及啓発 

具体的な内容 担当課 関係機関等 

・子ども向けの食育講座の開催等により、自身に必要な栄養

や栄養バランスの大切さ、食の大切さ等を伝え、自ら食を選

択する力を育みます。 

保育課 

指導課 

健康増進課 

食生活改善推

進協議会 

・保育所や幼稚園の給食等の時間を通し、食事の楽しさや食

への興味関心を育むとともに、バランスの良い食べ方や食事

のマナー等が身に付くよう取り組みます。 

保育課 

指導課 

 

 

 

 

 

 

 

○乳幼児期において、子どもたちが食に対する興味関心を持ち、食べることの楽しさを知

り、食べ物への感謝の心を育むような取り組みを進めます。 

○アレルギー児やその保護者に対し適切な指導等を行い、子どもたちが自らリスク回避で

きる力の育成や保護者への正しい知識の普及啓発を進めます。 

取組の方向 

取組の内容 
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２）食育の実践 

ア）栽培・収穫体験等を通した食育の推進 

具体的な内容 担当課 関係機関等 

・各保育所で作成している年齢別の食育計画に基づき、栽培・

収穫・調理体験を実施し、子どもたちが楽しみながら、食べ

物への感謝の気持ちや食への興味関心を育みます。 

保育課  

・市内認可外保育施設においては、保健センターの食改菜園

にて、子どもたちの栽培・収穫・調理体験を実施し、食べ物

への感謝の気持ちや食への興味関心等を育みます。また、市

内認可外保育施設における食改菜園の取り組みが拡充でき

るよう、市民農園の基礎調査の動向を踏まえて、食育に親し

む菜園の活用を検討します。 

健康増進課 

商工農水課 

食生活改善推

進協議会 

 

・幼稚園における栽培・収穫・調理体験を実施し、食べ物へ

の感謝の気持ちや食への興味関心等を育みます。 

指導課  

 

イ）アレルギー児への対応充実 

具体的な内容 担当課 関係機関等 

・アレルギー発作等の緊急時に適切に対応できるよう、職員

の意識啓発と対処方法の研修機会確保等を図るとともに、ア

レルギー対応マニュアルの作成に取り組みます。 

保育課 

指導課 

 

 

・保育所の改修・建て替えに際しては、アレルギー調理室の

整備や調理器具の完全分離等に努め、アレルギー対応の充実

を図ります。 

保育課 

建築課 

 

・アレルギー児及びその保護者に対しアレルギー指導を行う

など、アレルギーに関する正しい知識の理解やリスク回避を

促します。 

保育課 

指導課 

中部地区医師会 

中部福祉保健所 
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食改と連携による食改菜園を活用した食育の取り組み 

（参考：2014 年 2 月（広報 ぎのわん） 

 

（参考：「食改のヘルシーレシピ集」（2013 年 11 月より））（参考：伝統的農作物「おきなわ島ヤサイ」（沖縄県・農林水産部より）） 

 

 

平成１8年～ 
菜園を活用した「子どもの食育」 

 食べ物を通して命の大切さを学ぶ食育教室を開催しています。園児たちが、食改の菜園である

「もえぎ菜園」を活用し、種まき～収穫・カレー作りまで体験します。園児達は畑でみみずやだ

んご虫を見つけて楽しそうです。 
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（３）小中学校・高校における食育の推進                           

 

 

 

 

 

 

 

 

１）小中学校の教科教育等での意識啓発の推進 

具体的な内容 担当課 関係機関等 

・児童、生徒の食への関心を高めるとともに、食に関する正

しい知識（栄養バランス、適切な食習慣、食の安全性等）、

食の選択力等が身につけられるよう、栄養教諭との連携を図

りながら、保健体育、家庭科、社会科等教科での食育授業の

充実に取り組みます。 

・適切な食習慣の確保等に向けた意識啓発を図るために、「早

寝、早起き、朝ごはん」の図画コンクールや標語コンクール

を実施します。 

指導課  

 

２）児童、生徒の適切な食の実践に向けた指導等の推進 

具体的な内容 担当課 関係機関等 

○学校給食を通しての食育の推進 

・児童、生徒の心身の健全な発達、栄養バランスや郷土料理

等への理解、適切な食習慣の確保等が図られるよう、学校給

食を通しての食育の推進に取り組みます。 

・学校給食をより有効に活用していくために、学校給食時間

の食育放送、担任教師による食の指導等を進めます。 

・食の楽しさ大切さを伝えるため、イベント給食（シイラ、

バイキング、リクエスト）の充実を図ります。 

・地産地消や地域の食文化の継承を図るため、学校給食の中

でより適切な郷土料理や行事食の提供を進めます。 

・食育の場として、学校給食センターの活用を図るため、学

校現場等との連携を進めます。 

 

○保護者に対する食の実践支援の充実 

・保護者の意識啓発を図り、食に関する実践活動を支援でき

るよう、給食だよりを通じた食育情報の提供、ひと手間中食

レシピ集の作成、「弁当の日」の設定、ＰＴＡとの連携によ

る食育講話等を検討します。 

指導課 

学校給食セ

ンター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導課 

学校給食セ

ンター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 PTA連合会 

  

 

○児童、生徒の食への関心と理解を高めることができるよう、教科教育や課外活動等を通

じて意識の啓発を図ります。 

○児童、生徒がより適切な食習慣を身につけることができるよう、学校給食を通じた食育

の推進や農漁業等の体験学習機会の充実を図ります。 

取組の方向 

取組の内容 
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２）児童、生徒の適切な食の実践に向けた指導等の推進（前頁の続き） 

具体的な内容 担当課 関係機関等 

○琉球大学との連携による調査研究を通じた食育の推進 

・児童、生徒の食生活等の実態を把握し、食習慣の改善につ

なげることができるよう、琉球大学と連携した取組（調査

研究及び食事指導等）を進めます。 

 

○学校給食における食物アレルギーへの対応 

・アレルギー対応基本方針に基づいて、除去食の対応を進め

ていくとともに、代替食対応及び人員体制の確保等の検討を

行います。 

・アレルギーの発作に適切に対応できるよう、教職員の意識

啓発と対処方法の研修機会の確保等を図ります。 

指導課 

学校給食セ

ンター 

 

琉球大学 

○食に関する体験学習機会の充実 

・食物生産に対する理解と生産者への感謝の念を育むことが

できるよう、市内の農家、漁家との連携強化による体験学習

機会の拡充（学校農園の確保、農地等での職場体験学習の充

実等）を図ります。 

・料理の楽しさ大切さを学ぶことができるよう、小学生向け

のクッキング教室の充実や中学生向け料理教室の開催検討

等を行います。 

 

指導課 

商工農水課 

生涯学習課 

博物館 

健康増進課 

 

ＪＡおきなわ 

漁業協同組合 

 

３）高校での食育の推進 

具体的な内容 担当課 関係機関等 

・高校生の食への理解を高め、食の選択力、適切な食習慣等

が身につけられるよう、高校、関係団体との連携を図りなが

ら、給食センターでの就業体験を通じての食育の充実や、各

校での食育講演会の開催、ヘルシー弁当コンテストの実施等

を検討します。 

健康増進課 

学校給食セ

ンター 

食生活改善推

進協議会 

中部地区医師

会・歯科医師

会・沖縄県栄養

士会 

 

 

 

 

 

 

  

児童会を中心に全校で「早寝・早起き・朝ごはん」の取り組み 
（埼玉県 本庄市立秋平小学校） 

（参考：優れた「早寝早起き朝ごはん」運動の推進に係る文部科学 
大臣表彰平成 24 年度表彰活動一覧   （文部科学省ＨＰ）より） 

 

平成 25 年度 やんばる弁当甲子園受賞作品 

（参考：沖縄県北部保健所より） 
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（４）地域・職場等における食育の推進                            

 

 

 

 

 

 

 

 

１）地域・職場等での食育の普及啓発及び実践活動への支援 

具体的な内容 担当課 関係機関等 

・市民の食育への関心を高めるとともに、実践する力を育む

ために、琉球大学等と連携し食育をテーマにした公民館講座

を開設するとともに、講座修了後のサークル化支援を行いま

す。 

・身近なコミュニティ団体単位での食に関する理解等を図る

ため、自治会、婦人会、地域ミニデイ組織、食生活改善推進

協議会等との連携により自治公民館等での食育講話や料理

教室等（沖縄野草の学習等も含む）を進めます。 

・中壮年期における生活習慣病予防に食の視点から取り組め

るよう、「男性料理教室」等各種教室を開催するとともに、

特定保健指導でも適宜食事指導等を進めます。（再掲） 

・商工会と連携して働き盛り世代を対象とした食育講演会を

実施します。 

・働き盛り世代の食生活等が適切に実践されるよう、保健相

談センターでの健康相談を通じて食事指導等を行います。 

・高齢期における健康の保持、増進や介護予防に食の視点か

ら取り組めるよう、「栄養改善教室」等への参加促進を図る

とともに、食生活等の維持改善に継続的に取り組めるよう教

室終了後のサークル設置等の支援を進めます。（再掲） 

 

生涯学習課 

健康増進課 

健康支援課

介護長寿課 

食生活改善推

進協議会 

琉球大学 

商工会 

 

２）事業所等との連携による食育活動の推進 

具体的な内容 担当課 関係機関等 

・市民の食に対する関心と理解が高まるよう、弁当店、飲食

店等との連携により、メニューへのカロリーや栄養成分等の

表示に向け支援を行います。 

・市民の健康づくり支援に向け、栄養バランス等に配慮した

食事の提供が行えるよう、弁当店、飲食店等との連携により、

外食産業向け講習会の開催検討、ヘルシーメニューの開発を

支援するとともに、「ヘルシーメニュー提供店」として市ホ

ームページ等を通じて情報発信を行います。 

健康増進課 

商工農水課 

商工会 

食生活改善推

進協議会 

飲食業組合 

中部福祉保健所 

 

 

○地域・職場等において、働き盛り世代や高齢者等の食に関する意識啓発を図り、実践で

きるよう、公民館での講座・教室の開催、健康相談を通じて食事指導等を進めます。 

○市民の健康づくりの支援に向け、外食産業との連携によりヘルシーメニューの提供等を

図ります。 

取組の方向 

取組の内容 
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食改と連携による男性料理教室等 

（参考：2014 年 2 月（広報 ぎのわん）より） 

 

（参考：「那覇市ヘルシーガイドブック」より） 

 

（参考：「食改のヘルシーレシピ集」（平成25年11月より）） 

 
中部地区栄養情報提供店普及事業（沖縄県 中部地区保健所） 

表示タイプ及びオプションマーク基準 
１．表示タイプ 
中部地区栄養情報提供店普及事業において飲食店等でメニューに関する栄養情報を提供する場合は次の２タイプより選択す

る。 
タイプＡ：栄養成分表示と健康と栄養に関するワンポイントメモの表示 

おすすめメニュー等の栄養成分表示（エネルギー、たんぱく質、脂質、炭水化物、塩分は必須項目）をし、
栄養と健康に関するワンポイントメモを表示する。 

タイプＢ：三色食品群での表示と栄養と健康に関するワンポイントメモの表示 
使われている食材を３色食品群（赤・黄・緑）で表示し、栄養と健康に関するワンポイントメモを表示する。 

＜オプション＞ 
両タイプとも特にアピールしたい場合、表示をしたうえで次のマークを表示できる 
①タイプＡで、一定の基準を満たす場合は「カロリーひかえめ」「脂肪ひかえめ」「塩分ひかえめ」「野菜たっぷり」「栄養バラ

ンス」の表示ができる（基準は別途定める） 
②タイプＢで、３色全てバランスよく入っている場合は「バランスが良い」の表示ができることができる 
③タイプＡ、Ｂともに、健康づくりの要望（ヘルシーオーダー）に対応できる場合「選べます」の表示ができる 
＊１店舗からの申請は両タイプ併せて５～１０メニューまでとする 

２．オプションマーク基準 
オプションマークを表示するための基準は次のとおりとする。 

（１）定食とは、○○定食やセットメニューなど主食、主菜、副菜が揃っているメニュー及びカレーライスや沖縄そばなど単
品でも１食分となるメニューとする。 

（２）単品とは、サイドメニューなど単品では１食分とならないメニューとする。 

マークの種類 定食１食分 単品１食分 

カロリーひかえめ ６００ kcal 以下 ５０ kcal 以下 

脂肪ひかえめ １６ｇ以下 ３ｇ以下 

塩分ひかえめ ３．３ｇ以下 １ｇ以下 

野菜たっぷり １４０ｇ以上 ７０ｇ以上 

バランスが良い タイプＡ：ＰＦＣ比のバランスがよい  Ｐ（たんぱく質）：15%程度 

Ｆ（脂質）：20 ～ 25%  Ｃ（糖質）：60%程度 

タイプＢ：三色食品群（赤・黄・緑）がバランスよく全て入っている 

選べます ◇ごはんの量が調節できる    ◇ドレッシングがノンオイルに選べる 

◇マヨネーズやタルタルソースが別添えにできる 

◇付け合わせの野菜をおかわりできる 

など健康づくりの要望（ヘルシーオーダー）に対応できる 
 

 

平成 23年～ 

男性料理サークル 
 男性料理教室修了者たち

によるサークルで、食改が

活動をサポートしていま

す。毎回リクエストメニュ

ーの調理実習を行ってお

り、皆さん和気合い合いと

楽しく活動しています♪ 平成 22年～ 

男性料理教室 
 生活習慣病や低栄養に気

を配り、健やかな食生活を

送ることが出来るように支

援することを目的に、市内

在住の男性を対象にした教

室を開催しています。 
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施策 3 地産地消の推進と伝統的な食文化の継承 

 

（１）地域特性に合った地産地消の推進                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）地場農産物の購入機会の提供 

具体的な内容 担当課 関係機関等 

・市民が地産地消に取り組めるよう、生産者がわかる表示や

販売箇所を増やすことを目指して、農協、小売業、スーパー

等の協力を得るよう働きかけます。また、産業まつりや食育

推進の普及啓発活動等の機会等を通して、販売促進や情報提

供に努めます。 

商工農水課 JAおきなわ 

沖縄県農林水

産部 

漁業協同組合 

卸小売業等 

・地場農水産物が市内で消費されるよう、地場農水産物を取

り扱っている直売所やスーパー等の協力のもと、旬な地場農

水産物等を活用した料理レシピを作成し、直売所やスーパー

等でその掲示や配布を検討します。 

商工農水課 JAおきなわ 

 

２）地場農水産物の活用 

具体的な内容 担当課 関係機関等 

・学校給食で地場農水産物を積極的に活用して子どもたちに

提供できるよう、地産地消コーディネーターの配置検討、学

校給食・農家・農協等による協議の場の設定など、連携協力

の体制充実を進めます。 

学校給食セン

ター 

指導課 

商工農水課 

JAおきなわ 

沖縄協同青果

（株） 

・産業まつりでの地場農水産物を活用したアイディア料理や

加工品の品評会等を通して、市民へ地場農水産物の活用を周

知します。 

商工農水課 JAおきなわ 

・地場農水産物を活用したヘルシー料理教室やヘルシー料理

レシピ集の作成を検討します。 

健康増進課 

生涯学習課 

食生活改善推

進協議会 

・市内における「おきなわ食材の店」の登録を促進します。 商工農水課 沖縄県農林水

産部 

商工会 

 

  

 

○市民が市内・県内の地場農水産物に対する理解を深め、地場農水産物の消費拡大につな

がるよう、地場農産物の購入機会の提供や地場農水産物の活用を図ります。 

○また、農作物の栽培等を通した食育や生産者の顔が見える関係を築いていくため、保育

所・小中学校等での農作業体験機会を創出していくとともに、農家・漁家等と連携・協

力した農漁業体験等を進めます。 

取組の方向 

取組の内容 
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３）農漁業体験等の推進 

具体的な内容 担当課 関係機関等 

・市内及び近隣市町村におけるグリーンツーリズムや子ども

農山漁村交流プロジェクトを促進します。（再掲） 

指導課 

（商工農水課） 

沖縄県 

・JAおきなわや農家との連携・協力による市内及び近隣市町

村での田芋・稲づくり体験を進めます。 

各小中学校 JAおきなわ 

・健康増進や精神の安定に寄与する農業体験（介護予防プロ

グラムの一環）を推進します。（再掲） 

介護長寿課  

・市民農園の基礎調査の動向を踏まえて、農作業体験を楽し

める市民農園の活用を検討します。 

商工農水課  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

農水産業の拠点「ぎのわんゆいマルシェ」 

（参考：食改活動 PR チラシより） 

じゃがいも植え掘り体験（中城村にて） 
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（２）食文化の継承                                    

 

 

 

 

 

 

 

１）保育所、幼稚園・学校等の給食を通した食文化の普及啓発 

具体的な内容 担当課 関係機関等 

・児童・生徒等が郷土料理に親しみ、食文化の理解を深める

よう、食育の日（毎月19日）や特別給食（各記念日等）に

おける地場農水産物を活用した郷土料理や行事食を提供し

ます。（再掲） 

学校給食セン

ター 

保育課 

 

・家庭で食文化への理解が深まるよう、「給食だより」等で学

校給食の行事食等を紹介します。（再掲） 

学校給食セン

ター 

保育課 

 

 

２）家庭や地域等における食文化の周知・啓発 

具体的な内容 担当課 関係機関等 

・家庭で郷土料理や行事食を親しむ機会を促すため、本市の

ホームページや広報ぎのわん等の多様な情報伝達媒体を通

し、郷土料理や行事食の情報発信を進めます。 

健康増進課 

秘書広報課 

 

・沖縄の旬の食材や行事食、食育や食べ物に関する記念日、

おすすめレシピ等を掲載した食育推進家庭カレンダーの作

成を検討します。（再掲） 

健康増進課 

商工農水課 

食生活改善推

進協議会 

・高校生の食への理解を高め、食の選択力、適切な食習慣等

が身につけられるよう、高校、関係団体との連携を図りなが

ら、給食センターでの就業体験を通じての食育の充実や、各

校での食育講演会の開催、ヘルシー弁当コンテストの実施等

を検討します。（再掲） 

健康増進課 

給食センター 

食生活改善推

進協議会 

中部地区医師

会・歯科医師

会 

・身近なコミュニティ団体単位での食に関する理解等を図る

ため、自治会、婦人会、地域ミニデイ組織、食生活改善推進

協議会等との連携により自治公民館等での食育講話や料理

教室等を進めます。（再掲） 

健康増進課 

生涯学習課 

介護長寿課 

食生活改善推

進協議会 

婦人会 

自治会 

・地域を通して、家庭で栄養バランスに優れた日本型食生活※

の実践できるよう、食事バランスガイドの情報提供に努めま

す。（再掲） 

健康増進課 食生活改善推

進協議会 

※「日本型食生活」とは、昭和 50 年代ごろの食生活のこと。ごはんを主食としながら、主菜・副菜に加え、適度に牛乳・乳製品

や果物が加わった、バランスのとれた食事です。日本が世界有数の長寿国である理由は、こうした優れた食事内容にあると国

際的にも評価されていました。（参考：農林水産省 HP より）  

 

◯児童・生徒等が郷土料理や行事食に親しむことを通して、地域の食文化への理解が深ま

るよう、学校給食を通した食文化の普及啓発や家庭・地域等における食文化の周知・啓

発に取り組みます。 

取組の方向 

取組の内容 
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旧暦月日・行事名 行事内容 

12 月８日・鬼餅 

（ウニムーチー） 

ムーチーを仏壇などに供え家族の健康や子どもの健やかな成長を願ったり、また厄除けのための行事として行い

ます。 

１月１日・正月 

（ソーグヮチ） 

若水でお茶を入れ火の神（ヒヌカン）と仏壇に供える。 

火の神とは、いわゆる家の守護神のようなものであるが、台所のカマドの上に置いて毎月旧暦の1日と15日には

御仏供（ウブク）を 3 つ供えオバァーを先頭に女性達が家庭内の報告や願い事などを拝む。 

沖縄では特に正月料理はないが、「よろこぶ」からもじって昆布の炒め煮（クーブイリチー）や紅白なます、田芋で

んがく、花いかなどがお祝いの料理によく用いられます 

２〜３日・初起し 

（ハチウクシー） 

現在の仕事始めにあたり農村では初畑（初原）といい 1 年間の豊作と健康を祈り、漁村では船起しといい大漁旗

をかかげ 1年間の安全と豊漁を祈願します。 

７日・七日節供 

（ナンカヌスク） 

正月の松飾を取って七草の雑炊と酢の物を仏壇と火の神に供える。 

吉日・年日祝い 

（トゥシビー祝い） 

１２年毎の生年祝いでその年の干支にあたる日にはあちこちで数えで１３歳、２５歳、３７歳、４９歳、６１歳、７３

歳、８５歳、９７歳になる人のお祝いが催される。 

１６日 

（ジュｰルク二チー） 

後生の正月（グソーヌソーグヮチ）で、あの世の正月ともいい、お墓にお供え物し先祖の霊をなぐさめます。 

特に離島（宮古、八重山）では盛んで、本島でも前年１６日以降に亡くなった人の霊を慰めます。（これをミーソー

グヮチという） 

2 月 吉日・彼岸 

（ヒガン） 

豚肉、天ぷら、昆布、揚げ豆腐、かまぼこなどを仏壇に供え、紙銭（カビ ジン）を焼いて先祖の霊を慰めます。 

3 月 吉日・清明祭 

（シーミー） 

今でも沖縄で盛大に行われる祖先供養の行事で、門中（親族）が本家の墓に集い、重箱料理のごちそうを供えて

焼香します。 

7 月 １３日・お盆の入り 

（ウンケー） 

13 日はお迎え（ウンケー）で仏壇には生花やちょうちん、果物を飾りウンケー ジューシー(炊き込みご飯)を供え、

「ウサンデー」して夕食がもたれます。 

１４日・お盆の中日 

（ナカヌヒー） 

仏壇には三度の家族の食事と同様に供えたり、朝食は特別に無く朝昼をいっしょにしたり、おやつにダーグ（だん

ご）を供えたります。 

１５日・お盆お送り 

（ウークイ） 

朝昼食は家族の食事と同じものを供えたり、おやつにはさつま芋やスクガラスなどを供えたりで特別な料理はあり

ませんが、どの家庭でも夜には最後の晩餐を家族そろって行います。豚肉煮しめ、天ぷら、昆布、ごぼう、カマボ

コなどの大皿（ハーチ）盛りにしたり、重詰めにしたり各家庭（地域）によって少しづつ違いはあるようです。 

沖縄の郷土料理 

沖縄の年間行事 

有限会社ごーやーどっとネットＨＰ 
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施策 4 食の安全安心の確保 

 

（１）食の安全・安心に関する理解と正しい知識普及啓発                   

 

 

 

 

 

 

 

 

１）保育所・幼稚園・学校等における食の安全教育の推進 

具体的な内容 担当課 関係機関等 

・学校等においては、子どもたちが食の安全について考え、

正しい知識を持つことができるよう、教科（家庭科・保健体

育等）や給食の際の手洗い指導や給食当番の衛生指導等の機

会を通して、食の安全教育を進めます。 

指導課 

各保育所・幼

稚園・小中学

校 

 

 

２）市民への食の安全・安心に関する情報提供や普及啓発 

具体的な内容 担当課 関係機関等 

・市民が食の安全について考え、正しい知識を持ち自ら判断

できるよう、食品表示の見方や食材・食品の取り扱い方法（食

中毒予防等）等について、市ホームページや各種イベントの

機会を活用した情報提供に努めます。 

・また、市民や食育関係団体等を対象とした食中毒予防等食

品衛生講習会開催等を検討します。 

・食育関係団体等が実施する食育活動において、食品の衛生

的な取り扱いの普及啓発ができるよう支援します。 

健康増進課 

（商工農水課） 

中部福祉保健

所 

 

 

３）地場農水産物の安全・安心確保対策の促進 

具体的な内容 担当課 関係機関等 

・農薬の適正使用の徹底や残留農薬検査等により、安全・安

心な地場農水産物の確保に努めます。 

商工農水課 JAおきなわ 

漁業協同組合 

沖縄県 

 

４）食品関連事業者等への衛生啓発 

具体的な内容 担当課 関係機関等 

・中部福祉保健所等と連携し、食品関連事業者等へ食品検査

等の実施促進や食品衛生などについて啓発活動を促進しま

す。 

（商工農水課） 中部福祉保健

所 

沖縄県食品衛

生中部支部     

 

○市民一人ひとりが食についての適切な判断ができるよう、食品表示の正しい理解を深め

る取り組み等を進めます。 

◯また、高温多湿の気候風土に留意した食材や食品の取り扱い等の普及啓発を図ります。 

取組の方向 

取組の内容 
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ちゃんと手を洗っていますか？ 

正しい手の洗い方 

コラム：「栄養表示も活用次第！」 ～栄養表示は、食生活をよりよくしたいというあなたにオススメの表

示です！～ 

お店に並ぶ食品の中には、私たちの健康づくりに役立つ栄養表示がつけられているものがたくさん
あります。 
食品に栄養表示があることで、通常、私たちの目では見ることができない栄養成分について、“エネ

ルギー量が多い”、“脂質の占める割合が高い”など、栄養成分の量やその構成などについて知ること
ができます。 
栄養表示は、主に加工食品の容器包装に表示されています。栄養表示がついている場合、その食

品には必ずエネルギー、たんぱく質、脂質、炭水化物、ナトリウムが表示されています。その他、カルシ
ウム、ビタミン C等の栄養成分についても、含有量が表示されていることもあります。食品によって、表示
単位は異なりますが、各栄養成分の含有量は、100g当たりや１包装当たり等で示されています。 
それでは、皆さんも、実際の栄養表示を見ながら、栄養表示を読み取るポイントについてチェックして

みましょう。 

 

内閣府（ 平成 25 年版食育白書（本編））ＨＰより 

農林水産省（食中毒から身を守るには）ＨＰより 
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３ ライフステージに応じた食育の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

胎児・乳児期 幼児期 学童・思春期（児童・生徒） 青少年期 壮年・中年期 高齢期

妊婦～15ヵ月 1～6歳 6～12歳・12～15歳 15～20歳 20～64歳 65歳～
妊産婦 保育園・幼稚園 小学校・中学校 高校・専門学校・大学 社会人 高齢者

授乳・離乳を通し
た親子の絆づくり

基本的な生活習慣
の習得

食生活で自立できる力の習
得

自立した食生活の実践 自らの食生活を見つめ直し、次世代へ食を継承 食を通した生きがいづくり・食文
化の伝承

多様な媒体や
様々な機会を通し
た「食育」の周知・
啓発や情報提供

市民挙げての食
育推進運動の展
開

普及啓発と情報発
信の充実

食育の実践

普及啓発と情報発
信の充実

食育の実践

保育所・幼稚園に
おける食育の推進

分類

ライフステージのイメージ

取り組みの方向性

食への理解と知識
の普及啓発

家庭における食育
の推進

「広報ぎのわん」（「健康コーナー）等

市ホームページ（「広げよう！食育の輪」 ※食生活推進協議会・広報部）

宜野湾市版食事バランスガイドを活用した普及啓発成

食育推進家庭カレンダーの作成

毎年9月の「食生活改善普及運動月間」、毎月19日の「食育の日」を活用した食育推進の普及啓発活動 ※食生活推進協議会等との連携

食育講演会開催

「宜野湾市版 食事バランスガイド」や「食改のヘルシーレシピ集」等を活用した普及啓発

学校給食の献立表（食育月間）や学校給食

センターのホームページ（毎月19日の「食

育の日」おすすめ！給食のレシピ集）等の

媒体を活用し、食育月間や食育の日の周

「早寝、早起き、朝ごはん」運動等

マンマン教室

（離乳食栄養実習）

妊産婦健診・訪問指導に応

じて食事の相談、栄養相談

ふたば健康相談

（母子相談）

栄養改善教室

かんたんまーさん！料理教室

はつらつまーさん教室

サークル化支援

食の自立支援事業

土づくりや野菜づくりに関する講座開催

男性料理教室やヘルシー料理教室の開催等

月に１度の「お弁

当会」

保護者を対象とし

た講演会の開催

給食の試食会や

給食展示

幼稚園便り

小学校入学前の給食試食

会時の栄養士による講話

等

市HP等を活用した保育所や

幼稚園の給食献立や食育

子ども向けの食育講座の開催等

保・幼の給食等の時間を通

した食事の楽しさ、食への関

心、食事のマナー等

栽培・収穫・調理体験

食改菜園（認可外保育施

設）

市民農園の活用（認可外保

育施設）

アレルギー対応マニュアル

の作成等

アレルギー児及びその保護

者に対しアレルギー指導
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胎児・乳児期 幼児期 学童・思春期（児童・生徒） 青少年期 壮年・中年期 高齢期

妊婦～15ヵ月 1～6歳 6～12歳・12～15歳 15～20歳 20～64歳 65歳～
妊産婦 保育園・幼稚園 小学校・中学校 高校・専門学校・大学 社会人 高齢者

授乳・離乳を通し
た親子の絆づくり

基本的な生活習慣
の習得

食生活で自立できる力の習
得

自立した食生活の実践 自らの食生活を見つめ直
し、次世代へ食を継承

食を通した生きがいづくり・食文
化の伝承

小中学校の教科
教育等での意識
啓発の推進

高校での食育の
推進

普及啓発及び実
践活動への支援

事業所等との連携
による食育活動の
推進

地場農産物の購
入機会の提供

地場農水産物の
活用

農漁業体験等の
推進

食文化の継承

保育所・幼稚園・
学校等における食
の安全教育の推
進

市民への食の安
全・安心に関する
情報提供や普及
啓発
地場農水産物の
安全・安心確保対
策の促進

食品関連事業者
等への衛生啓発

地産地消の推進と
伝統的な食文化

の継承

食の安全安心の
確保

分類

ライフステージのイメージ

取り組みの方向性

小中学校・高校に
おける食育の推進

児童、生徒の適切
な食の実践に向け
た指導等の推進

地域・職場等にお
ける食育の推進

家庭科、保健体育、社会科等教科での食育授業

「早寝、早起き、朝ごはん」の図画コンクールや標

学校給食を通しての食育の推進

・給食時間に児童生徒による給食放送

・特別給食（シイラ姿揚げ等）

・食事のマナー

学校給食センターの活用を図るため、養護教諭や

調理職員等との連携

保護者に対する食の実践支援の充実

・給食だよりを通じた食育情報の提供

・ひと手間中食レシピ集の作成、「弁当の日」の設

定、ＰＴＡとの連携による食育講話等

琉球大学との連携による調査研究を通じた食育

の推進

学校給食における食物アレルギーへの対応

除去食の対応、代替食対応及び人員体制の確保

農家、漁家との連携強化による体験学習機会の

拡充（学校農園の確保、農地等での職場体験学

習の充実等）

小学生向けのクッキング教室の充実や中学生向

け料理教室の開催

各校での食育講演会の開催、ヘルシー弁当コン

テストの実施等

琉球大学等と連携し食育をテーマにした公民館講座を開設するとともに、講座修了後のサークル化支援

「男性料理教室」等

健康相談を通じた食事指

導等

弁当店、飲食店等との連携により、メニューへのカロリーや栄養成分等の表示に向け支援

弁当店、飲食店等との連携によりヘルシーメニュー開発の支援、「ヘルシーメニュー提供店」

地場農水産物を取り扱っている直売所やスーパー等の協力のもと、旬な地場農水産物等を活用した料理レシピの作成

地産地消コーディネーターの配置検討、学校給食・農家・農協等による協議の場の設定（学校給食）

地場農水産物を活用したヘルシー料理教室やヘルシー料理レシピ集の作成

「おきなわ食材の店」の登録の促進

グリーンツーリズムや子ども農山漁村交流プロジェクト

田芋・稲づくり体験（JAおきなわ）

健康増進や精神の安定に寄

与する農業体験（認知症予防

教室の一環）

市民農園の基礎調査の動向を踏まえた、市民農園の活用を検討

食育の日（毎月19日）や特別給食（各

記念日等）における地場農水産物を

活用した郷土料理や行事食を提供

「給食だより」で学校給食の

行事食等を紹介

本市のホームページや広報ぎのわん等の多様な情報伝達媒体を通し、郷土料理や行事食の情報発信

各校での食育講演会の開催、ヘルシー弁当コンテストの実施等

自治公民館等での食育講話や料理教室等

宜野湾市版食事バランスガイド等の普及啓発ポスターの作成

教科（家庭科・保健体育等）や給食の

際の手洗い指導や給食当番の衛生

指導等の機会を通した食の安全教育

食品表示の見方や食材・食品の取り扱い方法（食中毒予防等）等について、市ホームページや各種イベントの機会を活用した情報提供

食中毒予防等食品衛生講習会開催等

農薬の適正使用の徹底や残留農薬検査等

中部福祉保健所等と連携し、食品関連事業

者等へ食品検査等の実施促進や食品衛生

などについて啓発活動

琉球大学との連携による調

査研究を通じた食育の推進

栄養改善教室

かんたんまーさん！料理教室

はつらつまーさん教室

サークル化支援

食の自立支援事業


